
月 

い

つ

も

ニ

ュ

ー

ス

を

お

読

み

い

た

だ

い

て

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

み

。

 

ご

意

見

、

ご

要

望

を

お

寄

せ

く

だ

さ

い

。

 

むとう葉子市議ホームページ 
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TEL/FAX：433-5066 

台風 19 号で災

害 に あ わ れ た

方々に、お見舞い

申し上げます。10

月 12 日戸田市に

おいても、今まで

に経験したことが

ない台風被害を

もたらしました。地

びわこ 

台風 19 号で災害にあわれた方々に、お見舞い申し上げます     

震災害と異なり、予報されていたに

も関わらず、対応が行き届かなかっ

た点が多くあり、沢山の課題を残し

ました。 

市長と直接懇談 

菖蒲川、さくら川、笹目川の越水、

溢水による被害は、床上浸水 119

件、床下浸水 48 件と報告されてい

ます。日本共産党市議団は、皆様か

らいただいた要望をまとめ、市長と

直接懇談しました。また11月11日、

戸田市議会議員を対象に「台風 19

号による被害状況及び市の対応状

況」の説明があり、議員１人 5 分の質

日本共産党 

東部地域後援会ニュース 

(むとう葉子地域後援会ニュース改め) 

発行 日本共産党東部地域後援会 

戸田市喜沢南2丁目5-16むとう葉子事務所内 

オール埼玉 

総行動 

11 月 26 日（火）1８時半～ 

大宮駅 西口 

部内資料 

菖蒲川越水･溢水大きな被害 

日本共産党 

戸田市議会議員 

むとう葉子 

お話：五十嵐仁さん 

（社会学者・法政大学名誉教授） 

共催：

「安保関連法」廃止！

集団的自衛権行使容認「閣議

決定」撤回を求めるオール埼

玉総行動実行委委員会 

後援：

埼玉弁護士会、埼玉

連合、埼労連 

 

疑時間が設けられ、私は、避難場所

の対応について質問。高齢者と障が

い者を優先的に避難させたが、ある

避難場所では車いす利用者が後回

しにされたことを報告しました。 

命を守ることが最優先 

今後の対応として、避難している

方の中で介護や看護の資格を持っ

ている方、または経験者がいると思

うので、協力していただけるよう呼び

かけるべきだったのではないかと話

しました。他の議員からも様々な質

疑がありましたが、日頃から災害に

対する臨機応変な行動が求められ

ていると感じました。 

菖蒲川の嵩上げ、水門のポンプア

ップ機能強化の要望を署名に託し

て、国や県に提出したいと考えてい

ます。今後ともご協力をよろしくお願

いします。 

         お誘い 

あわせて 

お出かけください 

安保関連法廃止 

立憲主義を取り

戻そう！ 
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楽しかったね 

りんご狩り� 

恒例のりんご狩り、友人を誘って心弾み

バスの中へ。自己紹介や歌を歌ったりおし

ゃべりしているうちにりんご園に到着。鈴な

りの真っ赤な可愛いりんごがお出迎え。鹿

児島でりんごの木を知らないで育った私は

何回見ても感動です。なんて幸せだろう。

故郷の皆にもこの景色を一度見せたいと

思う。味見もそこそこに皆さんがとったりん

ごを袋詰め、今年のりんごは小粒、天候不

順の影響だろうか？バスは望郷の湯へと

走る。始まったばかりの紅葉をバックにお

昼から温泉に入りなんと贅沢な事か。野外

ではウクレレと美しい歌声が響き、望郷の

湯に訪れたお客様達もうっとり。また来年

も宜しくお願いします。喜沢南 N.M 

 

 

 

 

 

 

ゆっくり 

温泉に入れ 

るとの魅力 

に誘われ 2 年 

ぶりの参加です。 

車中ではむとう議員による市内での台

風被害状況の報告。また、市民からの要望

や今後の対策などでの市長との懇談など報告さ

れました。住民の命を最優先する活動に感謝です。

青春時代の思い出の歌を歌い楽しい時を過ごしま

した。 

宮田りんご園到着。真っ赤に実ったりんごのお

出迎え。みんな一斉に入園、まずりんごの味見。小

粒ですっきりしたまさに秋を感じながら収穫。お土

産もたくさんいただき感謝です。 

いよいよ、待望の露天風呂へ。昼間の日差しを

浴びた優しい水質の露天風呂に浸かり大満足。帰

りの車中では、空くじなしのくじ引き大会、盛り沢

山の一日をありがとうございました。中町 Y.S 

 

何度も参 

加しています。 

始めの頃はり 

んごの粒も大 

きくて量もたく 

さんで美味しか 

ったです。今年は、小粒で量はたくさんあったけど

ちょっと渋みもあるパリパリりんご。自然を相手の

成り物はとても気難し屋さん。さて、来年はどんな

顔のりんご待ってるのか楽しみに待ちましょう。 

今回のバス旅行は昼食よし、お風呂よし、買い

物よし、バスの中での多彩な催しにも苦労された

皆様に感謝。そして一番は皆様との顔合わせ、みん

な笑顔がいっぱいでした。喜沢南 H.A 

49 名の参加を頂きました！！ 

萩

生

田

文

科

大

臣

「

身

の

丈

」

発

言

に

思

う

 

 

  

「

大

学

受

験

は

一

生

を

左

右

す

る

」

・

・

受

験

生

は

高

校

２

年

生

に

な

る

と

誰

に

言

わ

れ

た

わ

け

で

も

な

く

、

そ

ん

な

焦

燥

感

に

駆

ら

れ

て

必

死

で

受

験

勉

強

を

始

め

ま

す

。

親

は

、

せ

め

て

お

金

の

心

配

を

さ

せ

ま

い

と

、

こ

れ

も

必

死

で

生

活

を

切

り

詰

め

て

費

用

を

用

意

し

ま

す

。

現

在

、

入

試

は

、

セ

ン

タ

ー

試

験

と

各

大

学

が

独

自

に

行

う

試

験

と

の

二

本

立

て

で

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

誰

に

と

っ

て

も

公

正

で

、

公

平

な

受

験

と

い

う

「

リ

ン

グ

」

が

用

意

さ

れ

て

い

る

の

で

、

子

ど

も

た

ち

は

安

心

し

て

受

験

勉

強

に

取

り

組

み

、

先

生

た

ち

も

子

ど

も

た

ち

を

応

援

す

る

の

で

す

。

と

こ

ろ

が

今

回

、

こ

の

セ

ン

タ

ー

試

験

の

英

語

を

、

民

間

業

者

の

検

定

試

験

に

丸

投

げ

し

よ

う

と

い

う

の

で

す

。

高

い

受

験

料

や

地

域

間

の

格

差

に

よ

っ

て

公

正

・

公

平

が

損

な

わ

れ

る

の

は

明

ら

か

で

す

。

「

リ

ン

グ

」

に

上

る

前

に

、

金

銭

的

な

「

身

の

丈

」

に

よ

っ

て

差

別

・

選

別

さ

れ

て

し

ま

う

の

で

す

。

文

科

省

の

怠

慢

を

指

摘

す

る

声

も

あ

り

ま

す

。

皆

さ

ん

、

こ

ん

な

こ

と

が

許

さ

れ

ま

す

か

。

 

今

回

の

「

文

科

大

臣

」

の

一

言

は

、

思

わ

ず

出

て

し

ま

っ

た

、

憲

法

を

な

い

が

し

て

き

た

安

倍

政

権

の

本

音

で

す

。

「

教

育

の

機

会

均

等

」

「

人

種

、

信

条

、

性

別

、

経

済

的

地

位

に

よ

っ

て

教

育

上

差

別

さ

れ

な

い

。

」

と

い

う

の

が

憲

法

・

教

育

基

本

法

の

理

念

で

す

。

子

ど

も

や

親

や

教

師

の

願

い

と

、

血

の

に

じ

む

よ

う

な

努

力

に

よ

っ

て

、

こ

の

「

教

育

の

機

会

均

等

」

は

少

し

ず

つ

前

進

し

て

き

ま

し

た

。

こ

の

流

れ

を

逆

行

さ

せ

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

さ

ら

に

推

し

進

め

ま

し

ょ

う

。

 

 

投稿 

11/15（金） 

私もご一緒しました 

     むとう葉子市議 

萩

生

田

文

科

大

臣

の

「

身

の

丈

」

発

言

に

つ

い

て

、

皆

さ

ん

は

ど

う

思

わ

れ

ま

し

た

か

。

市

内

在

住

の

元

高

校

教

師

Ｓ

・

Ｙ

さ

ん

か

ら

投

稿

を

頂

き

ま

し

た

。

掲

載

し

ま

す

。

 


